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ナイト・スキー・オリエンテ

ーリング。この 3拍子が揃っ
た競技を想像して欲しい。 
磐梯高原で行われたミサに

30 名近い参列者が集ったの
だった。 
 
月光 
月に照らされた雪原が淡い光に

包まれる。そんな幻想的な風景を

流星のような鋭い光と、獣のよう

な息遣いが切り裂いてゆく。闇の

中でほのかに光る獲物を求め、ヘ

ッドランプをギラつかせては次々

と森へと飛び込んでゆく。 

 

2 月 23 日（土）の磐梯高原で行

われたスキーオリエンテーリング

イベントは、スタート時間は

18:00 以降というナイトオリエン

テーリングであった。 

初めてのナイトスキーO におっ

かなびっくりで出走した私の横を

ビュンビュンとみんな過ぎ去って

行く。昼間の速度と変わらないレ

ース速度にビビりまくった私は、

トップの 2.5 倍の時間をかけてや

っとフィニッシュ。なぜにしてみ

んなこんなにクレイジーなのか？  

 

磐梯高原ナイトスキーO成績 
A クラス 

1 グスタフソン 春日部 09:09 

2 幸山敏克 青森県 11:51 

3 山田一善 多摩 OL 12:55 

B クラス 

1 関口道広 松田産業 10:59 

2 高島恵美子 つくば 12:17 

3 荻田育徳 OCΔ下野 12:33 

N クラス 

1 伊藤夏生 ES 関東 C 14:45 

2 三好良子 横浜 OLC 31:02 

3 小阪 猛 東京 OLC 34:18 

 

グスちゃんはスゴイ 
さて、ナイトOに先立って、講習

会が行われた。まずは幸山くんに

よる基本講習。何事も基本が重要

である。 

その後、グスタフソンが加わり、

より高度な講習に。彼の教えるス

キーO のテクニックは、クロカン

スキー常識とはちょっと違ってい

た。さすがスウェーデンのナショ

ナルチームでの実践経験を持つと

言われているグスちゃん。でも最

初から最後までスーパースケーテ

ィングしろと言われてもなぁ・・・。

鍛えるしかないのか。 

 

 
スキーOの滑走奥義を語りあう 

グスタフソンと、幸山 

雪原天国バトルロワイヤル 
さて明けて日曜日。ミドルディス

タンスのスキーO 競技が行われた。

スーパーフラットなテレインでの

スキー滑走は、前方にあった地形

が、あっという間に後方へ飛び去

って行く。ここがスキーO の難し

いところでもあり、楽しいところ

でもある。 

ピーカンの雪原天国。雪も締まっ

ていて、雪上直進もバシバシと決

まる。曲がりくねったピステ道を

走るか、直進するか？ はたまた森

のトラック道をグスちゃんテクニ

ックで突破するか？ 

世界選手権組がブルガリアに出

発していて留守なので、今回はク

ラス統合され、M21A クラスも M35A

クラスも M50A クラスも全部まと

めて雪上バトルが繰り広げられた。 

今までM50AがM35Aより強いので

はないかと言われていたが、今回

白日の元に証明されることになっ

た。 

 

磐梯高原ナイトスキーO成績 
MA クラス 

1 グスタフソン 春日部 46:20 

2 幸山敏克 青森県 52:03 

3 玉木圭一 浪恋 57:47 

WA クラス 

1 岩谷ひろみ 岩と谷 73:46 

2 大里真理子 京葉 OLC 74:04 

3 高橋美和 みすず 75:51 

MB クラス 

1 小林達郎 岩と谷 29:03 

2 石沢賢二 春日部 36:19 

3 関口道広 松田産業 43:14 

WB クラス 

1 高橋   85:35 

2 三好良子 横浜 OLC 90:01 

MWNX クラス 

1 小阪 猛 東京 OLC 46:48 

2 深野 悟  54:11 
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